
高病原性鳥インフルエンザウイルス検出に伴う 

野鳥監視重点区域の解除について 

 

 

１ 概要 

令和４年２月１８日に二本松市高西地内で発見された死亡野鳥（マガモ１

羽）から高病原性鳥インフルエンザウイルス（Ｈ５亜型）が確認されたことに

伴い、野鳥監視重点区域（死亡野鳥回収地点から周辺１０㎞圏内）において、

野鳥監視の強化をしてまいりましたが、当該区域内で野鳥の大量死等の異常は

確認されなかったため、３月１８日２４時に当該区域が解除されました。 
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２ 今後の対応 

  引き続き、野鳥の監視は継続して行ってまいります。 


